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１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・たけのことり 

・ソラマメ、たまねぎの栽培、収穫、調理 

・梅の実を用いたうめシロップ、ジュース、ジ

ャムづくり 

・森の探索 ・森でのキャンプあそび 

・自然観察会 

・稲作（代掻きや田植えなど） 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・さつま芋の収穫 

・七夕・流しそうめんに用いる竹の調達 

・川遊び 

・ぐみの実の収穫 

・園になったブドウの収穫 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・お米の収穫 

・サツマイモを用いた焼き芋づくり 

・収穫した栗を用いた栗ご飯作り 

・森の探索（薪集め） 

・おちば遊び 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・森の探索 

・つるを用いたリースづくり 

・シイの実集め 

・氷づくり 

・キウイ・ブドウの木の植樹 

・園庭周辺の木々の間伐 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

昨年度、職員で「小さな森」の木を数本切って、森

の中に光が入るような広場を作った。森での遊びの

幅が広がることを企図した取り組みであったが、今

年は子どもたちがその広場で竹を木に立てかけて

テントづくり・キャンプごっこを頻繁に行ってい

た。そこから派生して、A君は職員に協力を求めな

がら、「小さな森」の入口に宮島の鳥居を作り上げ

た。自身の背丈を超える長さの竹を使った建物づく

りは子どもにとって簡単な作業ではない。しかし、

だからこそ、子どもたちはその不便さ、あるいは手

応えを求めて竹を使って建物を作ろうとするのだ

ろう。室内ではなかなか作れない巨大なテントの中

で A君はくつろぎながらも、次は何を作ろうかと考

えを巡らせていた。 

（エピソード記述） 

９月には、幼稚園に新しいうこっけいがやってき

た。この子は活発な性格で、鶏小屋周辺に限らず、

園内のいろんな場所を探検している。この日は年長

のたいよう組へとやってきて、驚くことに、保育室

の中で卵を産み始めた。うこっけいの周りにいろん

な学年の子どもたちが集まる。子どもたちと保育者

のまなざしも、力むうこっけいを見て、自然と力が

入る。そして、遂に卵が産まれたが、どうやら殻の

形成がうまくいかなかったようで、卵は床に落ちた

瞬間に割れてしまった。その様子を見て、子どもた

ちはめげることなく、「お尻の下に手でお皿を作っ

て受け止めんといけんかったね」「手じゃなくてフ

ライパンのほうがよかったんよ」と口々にアイデア

を出し合っていた。 

（写真） 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

幼稚園にはさまざまな果樹があるが、この年は普段

は実をつけない柿やアケビも実をつけた。この日は

「アケビを探しに行きたい」という子どもの声で、

かえでの森の、普段は入らないエリアに数人で踏み

込んだ。斜面は急だし、倒木やトゲトゲの木やツル

に足を取られるしと、アケビ探しは難航。そうして

いるうちに片付けの時間になったが、アケビは見つ

けることができなかった。というよりも、藪を掻き

分けることに必死になって、アケビ探しはそっちの

けになったという方が適切かもしれない。自身の手

足を目一杯使いながら道なき道を進む探検は、それ

自体で子どもを夢中にさせるのだろう。 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

この日は年長児が園内で遊ぶ最後の日。かえでの森

の「お話広場」では、I 君が先生役となって授業が

始まった。「猫は〇〇でなんと言うでしょう？」とい

う問いかけに対し、「キャット」「キャッツ」という

回答が上がる。保育室ではない青空教室だからこ

そ、子どもたちもリラックスしながら学校ごっこを

楽しめているのかもしれない。 

今年度は未就園児向けの絵本の読み聞かせの会で

も屋外の木陰などを活用するようにしている。子ど

もも保護者も、安心感や開放感をもって絵本の読み

聞かせを楽しんでいるようだ。２月ごろには園庭の

風通しを改善するため、その周辺の森にも手を加え

た。こうした環境整備は保育に直接影響を与えるも

のではないが、子どもたちがリラックスして遊べる

環境を整えるうえでは必要なことだと考えている。 

（写真） 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

  第１回資質向上研修会・第１回安全管理研修に職員が参加（７月） 

  山口市・小郡幼稚園の視察（８月） 

職員の 1人がチェーンソー技能講習会に参加・免許を取得（２月） 

 

 

 ・ 地域との関わりについて 

   園庭にて本の読み聞かせ会を実施（通年） 

 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

    保護者とのかえでの森の探索（７月） 

    保護者サークルがかえでの森でコンサートを行った（３月） 

 

・ その他 

自然保育アドバイザー・フォローアップ制度の活用 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U 
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HP( https://kaede.ed.jp/index.html ) 

Instagram( https://www.instagram.com/kaede_kindergarten?utm_source=ig_web_button_share_sh

eet&igsh=ZDNlZDc0MzIxNw==  @kaede_kindergarten) 
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